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産業活力都市

施 策 の 柱

本市発のブランドとして全国的な人気を集めた「各務原キムチ」にはじまり、食の安全・安心

や地産地消の機運の高まりを受け、農産物のブランド化をめざした「各務野やさいプロジェク

ト」などの取り組みを進めています。

農地や森林は農産物、林産物の生産の場としての機能のみならず、国土の保全や地域の自然環

境、景観保全など多面的な機能を有しており、優良農地の確保や森林の保全・育成が必要となっ

ています。

また、都市化の進展とともに農業従事者の高齢化や後継者不足、遊休農地の増加など、農業を

取り巻く状況は厳しくなってきており、農地・農家数は減少傾向にあります。

今後は、農業の担い手の育成、農業基盤の整備や里山の保全など、農林業の環境整備を進める

とともに、農商工の連携によるブランド化の推進が必要となっています。

■ 農業産出額（平成18年） 

資料：岐阜農林水産統計年報 
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農業の担い手となる人材の育成や、農業経営の基盤強化、生産・流通環境の整備を

進め効率的かつ安定的な農業経営の確立を支援していきます。また、ＪＡぎふや商工

業者と連携して安全で安心な付加価値の高いかかみがはらブランドの野菜を生産し、

魅力のある農業を推進します。

施策群 主な事業 

農産物のブランド化の推進 

都市近郊農業の推進 

森林の保全 

農業生産基盤の整備 

6-1

6-3

農業経営基盤の強化 6-2

6-4

6-5

● 各務野やさいブランドの創出・普及 
● 農商工連携によるブランド発信 
● 地産地消の推進 
● 環境保全型農業の推進 
 
● 農業振興地域整備計画の推進 
● 農業生産の担い手の育成・確保 
 
● 農地の保全と流動化の促進 
● 畜産環境の整備 
 
● 農業用用排水路、農道、ため池等の整備 
● 羽島用水の環境整備 
 
● 豊かな森林づくりの推進 

農産物のブランド化の推進6-1

各務原商工会議所やＪＡぎふと連携した「各務野やさいプロジェクト」の推進を図り、魅力ある地
域の特産品としての「各務野やさいブランド」の創出や、ＪＡぎふが設置を予定している「（仮称）
おんさい広場」などの直売所の活用や飲食店での使用促進を通して、各務野やさいブランドの普及
を図ります。
農商工の連携を進め、各務野やさいや桜香蜜などを使った独創的な加工品の創出や、高付加価値化
などのブランド力の向上を図り、かかみがはらブランドとしての情報発信を促進します。
市民が気軽に農業を体験できる市民農園や農業体験塾により地元産農産物への理解を図るとともに、
学校給食での利用や直売所の活用などを進め、地産地消を推進します。
環境に配慮した「ぎふクリーン農業」の促進により、環境と調和した安全・安心な農業の育成を図
ります。

農業経営基盤の強化6-2

効率的、安定的な農業経営基盤を育成するため、優良農地の確保と保全を進める農業振興地域整備
計画を推進します。
認定農業者を支援し、農業の担い手となる人材の育成と確保を図ります。

都市近郊農業の推進6-3

農地の適切な現状把握と管理指導により、農地の保全と流動化の促進、遊休農地の活用を図ります。
畜産業における環境改善施設への支援や耕畜連携における畜産堆肥の利用促進など、畜産環境の整
備に取り組みます。
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農業者による、農地の保全、遊休農地の有効活用

地域で生産された農産品の使用

農業者による、環境に配慮した安全安心な農産物の生産

農商工業者の連携による特産品の市内外への発信や販路の拡大

◆

◆

◆

◆

学校給食センターにおける県内産農産物利用割合（年間） 59.43%（H20実績） 64.15%

育成天然林整備面積 4ha（H20末） 20ha

重点指標 現状値 目標値 
平成26年度末 

認定農業者数 73人（H20末） 73人以上 

利用権設定等を受ける土地の面積（農用地の利用集積面積） 91.9ha（H20末） 120.0ha

ぎふクリーン農業生産登録面積 900ha（H20末） 1,200ha

羽島用水環境整備延長 4,076ｍ（H20末） 6,185ｍ 

補助指標 現状値 
目標値  

平成26年度末 

農業生産基盤の整備6-4

生産力の向上を図るため、用排水路、農道などの農業基盤を整備します。
羽島用水を農業用水としての機能のみならず、緑豊かな遊歩道と安らぎの水辺を持つ市民のふれあ
いの場として整備します。

森林の保全6-5

適切な間伐による森林整備や自然散策道の設置により、森林の持つ多面的な機能を活用した豊かな
森林づくりを推進します。




